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0% 20% 40% 60% 80%

思いやりがある

協調性がある

他人を認められる

心身がたくましい

自立心がある

柔軟性がある

創造性が豊か

向上心がある

責任感がある

ルールやマナーを守る

適切な判断力がある

確かな学力がある

地域に愛着を持っている

夢を持っている

行動力がある

その他

特にない

わからない

不明・無回答

市民（Ｎ＝726）

保護者（Ｎ＝496）

（１）小牧市のこどもたちの将来像について 

市民、保護者は、子どもに「思いやりがある」「ルールやマナーを守る」ことを身に付けてほしいと感じている。（→他者を

尊重する心・社会人としての規範意識の育成） 

○ 市民と保護者に「小牧市の子どもたちにどのようになってほしいと思うか」を尋ねたところ、共に「思いやりがある」「ル

ールやマナーを守る」が５～６割を占め、高くなっています。 

○ 次いで、両アンケートともに「心身がたくましい」「責任感がある」「適切な判断力がある」「夢を持っている」がそれぞ

れ２割前後みられており、ほぼ同じ傾向となっています。市民アンケートに比べて保護者アンケートで高い項目は「向

上心がある」「確かな学力がある」であり、それぞれ５～６ポイント程度上回っています。 

 

市民アンケート／保護者アンケート 

■小牧市の子どもたちにどのようになってほしいと思うか（複数回答） 
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参考資料１ 

【【【【教育教育教育教育、、、、生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習にににに関関関関するするするする施策施策施策施策】】】】    

１ 幼児教育に関する施策の充実 

２ 学校施設の安全性 

３ 放課後の子どもの居場所づくり 

４ 地域に開かれた学校づくり 

５ 特色ある学校づくり 

６ 子どもの確かな学力の育成 

13 家庭教育に関する施策の充実 

14 文化・芸術活動の充実 

15 地域の伝統・文化の保護や継承 

16 文化財等の保護・保存 

17 生涯スポーツの充実 

18 図書館サービスの充実 

７ 教職員の指導力の向上 

８ 外国人児童生徒への教育支援 

９ 障がいのある子への特別支援教育 

10 学校給食の充実 

11 青少年の健全育成 

12 生涯学習機会の充実 

（２）市民・保護者が感じる教育の重要度と満足度について 

○市民と保護者に、小牧市の教育や生涯学習に関する 18 項目の施策について、満足度と重要度を５段階で評価し

てもらいました。 

 

■選択肢の項目（18 施策） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

幼児教育に関する

施策の充実

学校施設の安全性

放課後の子どもの

居場所づくり

地域に開かれた学校づく

り

特色ある学校づくり

子どもの確かな

学力の育成

教職員の指導力の向上

外国人児童生徒への

教育支援

障がいのある子への

特別支援教育

学校給食の充実
青少年の健全育成

生涯学習機会の充実

家庭教育に関する

施策の充実

文化芸術活動の充実

地域の伝統・文化の

保護や継承

文化財の保護・活用

生涯スポーツの充実

図書サービスの充実

市民・保護者ともに評価が高いものは「学校施設の安全性」と「幼児教育に関する施策の充実」。 

一方、重要であるのに満足度が低いとされるものは「教職員の指導力の向上」「子どもの確かな学力の育成」「障が

いのある子への特別支援教育」「放課後の子どもの居場所づくり」であり、「青少年の健全育成」については、保護者

での満足度は比較的高いものの、市民の満足度は平均を下回っている。 

満足度 高 満足度 低 

重

要

度 

高 

重

要

度 

低 

平均値平均値平均値平均値    

平均値平均値平均値平均値    
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0% 10% 20% 30% 40%

人に関すること

歴史・文化に関すること

企業に関すること

農業・農産物に関すること

施設に関すること

市民・地域活動に関すること

空港・自衛隊に関すること

立地、交通に関すること

自然環境に関すること

行政施策に関すること

特色ある教育に関すること

その他（要望、課題、提言など）

回答数（Ｎ=445)

（３）小牧市の特色（打ち出すべき特長・アイデンティティ）について 

小牧山や小牧城をはじめとするまちの歴史・文化や、高い技術力を持った地域の企業を、小牧市の教育に生かすべ

き特色として感じている人が多い。 

○市民と保護者に「小牧市の教育に生かした方がいいと思う地域性・特色」を、自由記述形式で尋ねたところ、最も

回答件数が多かった内容は「歴史・文化に関すること」であり、次いで「企業に関すること」となっています。「歴史・文

化に関すること」の内訳では「小牧山・小牧城」が突出して多くなりました。また、「企業に関すること」では「企業の特

色や技術力」「製造業の多さやものづくりの文化」をあげる人が多くなっています。 

 

市民アンケート・保護者アンケート 

■小牧市の教育に生かした方がいいと思う地域性・特色は何だと思うか（自由記述形式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回答が多かったものの具体的な回答内容 

歴史・文化に関すること                      企業に関すること 

回答内容 件数  回答内容 件数 

小牧山・小牧城 118  企業の特色や技術力 83 

小牧市の歴史全般 15  製造業の多さやものづくりの文化 14 

寺社・仏閣（間々観音、田縣神社） 4  航空機産業（ＭＲＪ、三菱重工業） 12 

小牧市の文化財全般 4  産業全般 7 

小牧市の古くからある地名 3  自動車産業 2 

   運送業 1 
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参考資料１ 

19.6

10.3

9.6

9.3

8.0

7.4

7.1

6.7

5.4

4.5

4.2

1.9

1.6

1.3

0% 10% 20% 30%

スポーツ関係

医療・福祉関係

美容・服飾関係

保育・教育関係

芸術関係

芸能関係

飲食関係

サービス業関係

動物関係

製造関係

司法・公務関係

交通・運輸関係

研究・学術関係

農林漁業関係

回答数（Ｎ=312)

91.4 

63.8 

7.8 

35.5 

0.8 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校５年生

（Ｎ=489)

中学校２年生

（Ｎ=287)

ある ない 不明・無回答

75.7 

55.3 

23.3 

43.7 

1.0 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校５年生

（Ｎ=305)

中学校２年生

（Ｎ=190)

知っている 知らない 不明・無回答

（４）こどもたちの将来の夢について 

小学校５年生は９割が夢を持っているが、中学２年生でその割合は６割強にとどまる。 

人気のある職業は、スポーツ関係、医療関係、美容・服飾関係となっている。 

○児童生徒に「将来の夢があるか」を尋ねたところ、小学校５年生では 91.4％と、ほとんどの児童が夢を持っています

が、中学校２年生になると、その割合は低下し、夢を持っている割合が 63.8％となっています。これに対し、保護者が

子どもの夢を知っている割合は児童保護者で 75.7％、生徒保護者で 55.3％となっています。 

○児童生徒に「今後チャレンジしたいと思っているもの、こと」について自由記述形式で尋ねたところ、最も回答が多かっ

た職業分野は「スポーツ関係」、次いで「医療・福祉関係」「美容・服飾関係」となっています。中でも回答が多かっ

た具体的な職業はサッカー選手、保育士、看護師、美容師・理容師などとなっています。 

 

児童生徒アンケート                      保護者アンケート 

■将来の夢があるか（単数回答）             ■子どもの将来の夢を知っているか（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒アンケート  

■将来したい仕事・夢（自由記述形式） 

 

  

■回答が多かったものの具体的な回答内容 

※上位３位の分野のうち、複数の回答があったもののみ抜粋 

回答内容 件数 

スポーツ関係  

サッカー選手 26 

野球選手 10 

バスケットボール選手 9 

テニスプレイヤー 5 

バレーボール選手 3 

医療・福祉関係  

看護師 14 

医師 8 

薬剤師 4 

美容・服飾関係  

美容師・理容師 10 

ファッションデザイナー 8 

ネイリスト 5 

ヘアメイクアーティスト 2 
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23.1 
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40.7 

75.1 

20.9 

18.4 

57.7 

62.6 

3.9 

0.2 

23.0 

21.6 

46.3 

45.3 

51.2 

6.6 

10.5 

29.3 

47.7 

2.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

興味のあることをたくさん勉強したい

少ない人数のクラスで勉強したい

体験学習などをたくさんしたい

一人ひとりの力に合った勉強がしたい

パソコンやタブレットなど、さまざまな

道具や機材を使って勉強がしたい

大学生や地域のボランティアの人といっしょに勉強したい

自分の悩みなどについて、先生ともっと話したい

みんなでクラスのいじめや不登校などをなくしたい

もっとクラブ・部活動をがんばりたい

その他

不明・無回答

小学校５年生（Ｎ＝489）

中学校２年生（Ｎ＝287）

54.2 

52.6 

41.3 

34.4 

65.4 

2.7 

4.1 

0.8 

47.7 

23.0 

23.0 

20.6 

47.7 

2.1 

15.0 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他の児童生徒と協力してすすめるグループ学習

小牧の歴史や伝統などについての体験学習

小牧の会社を対象とした社会見学

外国の児童生徒との交流を深める機会

自分の「夢」や「将来」について考える機会

その他

わからない

不明・無回答

小学校５年生（Ｎ＝489）

中学校２年生（Ｎ＝287）

（５）こどもたちが希望する学校での学び方、過ごし方について 

児童生徒は、さまざまな道具・機材を使った学習や体験学習をしたいと感じている。 

また、必要だと思う学習は「夢や将来について考える機会」「グループ学習」がほぼ同じ割合で高くなっている。（→夢を

大事にする教育・学び合う学び） 

○児童生徒に「学校でどのように学んだり、過ごしたりしたいか」を尋ねたところ、児童・生徒ともに「パソコンやタブレットな

ど、さまざまな道具や機材を使って勉強がしたい」の割合が最も高くなりました。中学校２年生では、次いで「もっと部

活動をがんばりたい」が、小学校５年生では「体験学習などをたくさんしたい」が続いています。 

○また、「自分にとって大切だと思う勉強・学習」について尋ねたところ、「自分の「夢」や「将来」について考える機会」

「他の児童生徒と協力してすすめるグループ学習」が高くなりました。 

 

児童生徒アンケート 

■あなたは、学校でどのように学んだり過ごしたりしたいか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次のうち、どんな授業や勉強が自分にとって大切だと思うか（複数回答） 
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参考資料１ 

50.1 

34.4 

42.7 

26.0 

4.7 

24.1 

2.9 

3.2 

0.6 

63.7 

29.0 

28.6 

21.2 

5.0 

34.1 

2.2 

2.2 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%

子どもたちへの外国語教育の強化

他国の文化、価値観、宗教などへの理解促進

日本の伝統文化などへの理解を深めること

留学など、海外へ行く機会の充実

外国人児童生徒の招致

外国人教師などによる指導機会の充実

その他

わからない

不明・無回答

市民（Ｎ＝726）

保護者（Ｎ＝496）

32.9 

19.2 

42.7 

36.6 

17.8 

29.3 

6.1 

15.0 

0.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校５年生

（Ｎ=489)

中学校２年生

（Ｎ=287)

とても興味がある

まあまあ興味がある

あまり興味がない

まったく興味がない

不明・無回答

（６）こどもたちへのグローバル教育について 

外国語教育は、市民・保護者・児童生徒いずれもニーズが高いが、特に小学校５年生で興味・関心が高いことがう

かがえる。 

○市民と保護者に「子どもたちが世界で活躍できるようにするために必要だと思う取り組み」を尋ねたところ、市民、保護

者ともに「子どもたちへの外国語教育の強化」が最も高い割合を占めています。 

○２番目に高い項目が、市民は「日本の伝統文化などへの理解を深めること」という自国の文化を知る活動をとなって

いるのに対し、保護者では「外国人教師などによる指導機会の充実」という、より実践的な外国語指導があがってい

ます。 

○児童生徒に「外国のことに興味があるか」を尋ねたところ、７割以上の小学校５年生が興味を持っているのに対し、

中学２年生ではその割合は低くなり、５割程度の生徒にとどまっています。 

 

 

 

市民アンケート／保護者アンケート 

■子どもたちが世界で活躍できるようにするために必要だと思う取り組みは何だと思うか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒アンケート                  児童生徒アンケート 

 ■外国のことに興味があるか（単数回答）       ■どのように外国のことを学びたいか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校５年生（上位４位） 

回答内容 割合（％） 

外国語をもっと勉強したい 64.6 

他の国の文化などをもっと知りたい 62.2 

様々な国の子どもと交流を持ちたい 41.9 

外国の人に日本のことを教えられるよう、日本の伝統

などをもっと知りたい 

41.9 

中学校２年生（上位４位） 

回答内容 割合（％） 

他の国の文化などをもっと知りたい 43.8 

外国語をもっと勉強したい 42.5 

様々な国の子どもと交流を持ちたい 35.0 

海外留学などをしてみたい 35.0 
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31.0 

40.1 

24.5 

27.5 

19.7 

17.1 

13.1 

6.7 

10.9 

20.5 

42.1 

2.3 

4.4 

1.2 

33.8

40.6

23.4

21.9

19.5

18.6

11.7

3.7

7.3

17.1

33.9

4.7

4.0

3.8

0% 20% 40% 60%

基本的な生活習慣を確立するための指導

礼儀やマナーなどのしつけに関する指導

児童生徒の安全確保に関する指導

休み時間や放課後に子どもと遊んだり、一緒にすごしたりすること

進路に応じた課外授業や補習、個別指導など

部活動やクラブ活動に関する指導

学校行事（運動会、遠足、文化祭など）に関する指導

児童会・生徒会や、委員会・係などの活動に関する指導

地域行事への参加などの地域との連携に関する業務

保護者との連絡や、保護者会、保護者面接、家庭訪問など

教員自らの資質・能力向上のための研修・研究

その他

わからない

不明・無回答

小牧市・市民（Ｎ=726)

愛知県（Ｎ=1,443)

（７）授業以外で、教員が優先すべきだと思う業務について 

小牧市では、「教員自らの資質・能力向上のための研修・研究」を優先すべきだとする割合が高い。 

○市民に「授業以外で教員が行っている業務のうち優先すべきだと思う業務」について尋ねたところ、「教員自らの資

質・能力向上のための研修・研究」と「礼儀やマナーなどのしつけに関する指導」がともに４割を超える結果となって

います。 

○平成 26 年度に愛知県が行った県政世論調査の結果と比較したところ、「教員自らの資質・能力向上のための研

修・研究」において、県の値を上回っており、小牧市民のニーズが高いことがうかがえます。 

 

市民アンケート（愛知県調査との比較） 

■授業以外で教員が行っている次の業務のうち優先すべきだと思う業務（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較に使用した調査 

平成 26 年度第 3 回県政世論調査 

（愛知県内居住の 20 歳以上の男女 3,000 人を対象に、郵送により実施。調査期間：平成

26 年 11 月１日～11 月 20 日。回収数 1,443 人（回収率 48.1％） 
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参考資料１ 

11.5 

0.3 

6.9 

47.2 

11.1 

52.8 

81.0 

17.4 

3.3 

2.6 

16.7 

0.3 

7.9 

39.3 

18.0 

59.0 

72.8 

26.6 

2.6 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

その他

不明・無回答

現状

希望

54.8 

8.5 

21.0 

52.1 

1.0 

57.4 

47.5 

19.7 

2.3 

0.7 

57.7 

7.2 

19.3 

39.0 

3.0 

65.2 

37.0 

32.1 

1.0 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

学校の部活動

学校の課外活動（生徒会や委員会活動など）

学習塾や家庭教師などによる学習

習い事（スポーツ、ピアノ、習字など）

地域の行事・体験活動（子ども会、ボランティアなど）

友だちと過ごす

家族と過ごす

自学自習

その他

不明・無回答

小学校５年生（Ｎ=305)

現状

希望

（８）放課後・土曜日の過ごし方について 

放課後、土曜日の子どもの過ごし方の現状と希望に大きな差はないが、実際に行っている「習い事」は希望では少な

く、「友だちと過ごす」「自学自習」などで希望がやや上回っている。 

○小学生の児童を持つ保護者に「子どもの放課後や土曜日の過ごし方の現状と希望」について尋ねたところ、放課

後の現状では「友だちと過ごす」「学校の部活動」「習い事」が５割を超えて高くなっており、土曜日の現状では、「家

族と過ごす」「友だちと過ごす」「習い事」の順に高くなっており、希望についても同じ順となっています。 

○現状よりも希望が上回っているものは、放課後の「友だちと過ごす」と「自学自習」、土曜日の「友だちと過ごす」と「学

校の部活動」「自学自習」「地域の行事・体験活動」となっています。 

 

保護者アンケート 

■放課後や土曜日の子どもの過ごし方の現状と希望（それぞれ複数回答） 

                                             放課後                    土曜日 
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41.0 

45.6 

41.3 

36.7 

10.5 

12.5 

7.2 

4.9 

0.0 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

放課後

土曜日

小学校５年生（Ｎ=305)

実施したほうが良い

どちらかと言えば実施したほうが良い

どちらかと言えば実施しないほうが良い

実施しないほうが良い

不明・無回答

23.5 

16.3 

39.4 

76.9 

3.6 

0.4 

58.2 

39.4 

48.6 

40.6 

4.8 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

地元企業と連携した

企業見学や理数系講座

ＪＡＸＡなどと連携した宇宙教育、

スペースワークショップ

地域の住民や外国人の協力

のもと、多文化共生や英語講座

学校の宿題や授業のわからない

ところを総合的に教えてくれる補習

その他

不明・無回答

小学校５年生（Ｎ=251)

放課後 土曜日

38.9 

46.3 

48.1 

37.0 

24.1 

5.6 

5.6 

3.8 

34.0 

56.6 

30.2 

22.6 

11.3 

5.7 

0% 25% 50% 75% 100%

学校の部活動に通っている

学習塾や習い事に行っている

家族や友だちと過ごす時間が減る

子どもの負担になる

（送り迎えなど）

保護者の負担になる

その他

不明・無回答

小学校５年生（Ｎ=54)

放課後 土曜日

 

放課後、土曜日の学習指導・体験学習は、実施を希望する保護者が８割を超える。その内容は補習や理

数系講座が求められている。 

○放課後、土曜日などの学習指導・体験学習については、実施を希望する割合が約８割と、高くなっています。 

○実施する場合に希望する内容は、放課後では「学校の宿題や授業のわからないところを総合的に教えてくれる補

習」、土曜日では「地元企業と連携した企業見学や理数系講座」がそれぞれ最も高い割合を占めています。 

○実施しない方がいいとする人に、その理由を尋ねたところ、放課後、土曜日ともに「家族や友だちと過ごす時間が減

る」が最も高くなっており、放課後は部活動や塾・習い事などをしていることも大きな理由となっています。 

 

保護者アンケート 

■放課後や土曜日に公共施設を利用して、学習指導などを行うことについてどう思うか（それぞれ単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■どのような内容を希望するか（それぞれ複数回答）     ■実施しないほうがいい理由（それぞれ複数回答） 
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参考資料１ 

23.1 

8.6 

10.8 

41.5 

12.3 

73.2 

60.5 

17.2 

6.5 

1.0 

42.9 

3.5 

8.0 

19.2 

4.9 

72.5 

39.0 

9.4 

11.1 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

学校の部活動

学校の課外活動（生徒会や委員会活動など）

学習塾や家庭教師などによる学習

習い事（スポーツ、ピアノ、習字など）

地域の行事・体験活動（子ども会、ボランティアなど）

友だちと過ごす

家族と過ごす

自学自習

その他

不明・無回答

小学校５年生（Ｎ＝489）

中学校２年生（Ｎ＝287）

37.6 

37.2 

29.9 

53.0 

7.4 

4.5 

17.1 

27.2 

15.7 

47.7 

9.8 

15.0 

0% 20% 40% 60% 80%

地域の会社などの見学や、算数や数学・理科などを学ぶ場

宇宙のことを勉強したり、いろんな人と学びあったりする場

地域の住民やさまざまな国の人と一緒に、英語や他の国

の文化を学ぶ場

学校の宿題や授業のわからないところを教えてくれる場

その他

不明・無回答

小学校５年生（Ｎ＝489）

中学校２年生（Ｎ＝287）

 

 

児童生徒が希望する放課後・土曜日の過ごし方は、「友だちと過ごす」こと。小学校５年生では「習い事」、「家族と過

ごす」が、中学校２年生は「学校の部活動」がそれぞれ高くなっている。 

○児童生徒が希望する放課後、土曜日の過ごし方は、「友だちと過ごす」がともに約７割と高くなっています。 

○放課後、土曜日などの学習指導・体験学習への参加希望については、児童生徒ともに「学校の宿題や授業のわ

からないところを教えてくれる場」の割合が高くなっています。 

 

児童生徒アンケート 

■放課後や土曜日にどのように過ごしたいか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■放課後や土曜日に、次のような場に参加したいか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


